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研究成果の概要： 
西アフリカのヤムイモとキャッサバについて、育種と栽培面からの生産性の向上を検討すると

ともに、ポストハーベストの実態を明らかにして作物資源としての経済的発展性について研究

を行った。これまでの研究により「ヤムイモの周年栽培」の試験栽培に成功した他、ヤムイモ

種苗生産の新手法である「挿し木技術を用いたミニ塊茎生産技術」を確立させた。これらの結

果は海外学術誌、日本熱帯農業学会、日本アフリカ学会、国際ヤムイモワークショップで発表

した。また、これらの研究は産経新聞（平成 20 年 8 月 29 日朝刊）、NHKBS 放送（同 9 月 25

日）今日の世界の特集「気候変動最前線：ヤムイモは地球を救う」、NHKBS 放送（平成 21 年

4 月 25 日）特集番組「イモは世界を救う」で紹介された。 
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１．研究開始当初の背景 
アフリカは世界最大のイモ類の生産地であ

り、キャッサバやヤムイモを主食とする西

アフリカ地域はイモ食文化圏と呼ばれてい

る。これらの地域で産するイモ類は、単な

る食料としてだけではなく、近年では小型

加工機械の普及とともに加工食品の原料と

しての利用が拡大し始め、澱粉工業への展

開も期待されている。しかし、この世界最

大の生産量は、貯蔵および流通の過程にお
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いて、ポストハーベスト技術の未熟さから

おびただしい量が廃棄されていると予測さ

れている。作物の栽培面積の拡大がほぼ限

界に近づいているアフリカ地域では、作物

の生産性を上げるとともにポストハーベス

トの技術改善による生産性の向上が食料安

全保障の確保に不可欠である。 
 
２．研究の目的 

西アフリカのイモ類について、育種と栽培

面からの生産性の向上を検討するとともに、

貯蔵、流通および加工のポストハーベスト

の実態を明らかにして、改善点をパートナ

ー機関に提示することを目的とした。 

（１）ヤムイモの高収量品種および種苗生

産技術の確立。 

（２）ヤムイモの周年栽培技術の試行。 

（３）キャッサバおよびヤムイモのポスト

ハーベストの実態の調査。 

（４）イモ類の生産およびポストハーベス

ト新技術の普及ポテンシャルの解析と農家

の経営戦略に関する研究。 

 
３．研究の方法 
東京農業大学、鹿児島大学、国際機関（国際

熱帯農業研究所：IITA；ナイジェリア、菊野

研究員）およびガーナ国作物研究所（CRI）

と連携して研究を行った。日本の大学は基礎

研究を担当し、IITA および CRI は実践的な

技術開発および普及システムを担当した。ま

た、東京農業大学と IITAはMOUを結んで、

大学院生を派遣した。なお、研究代表者、研

究分担者および連携研究者は交代で現地に

赴き調査・研究を実施した。 
 
４．研究成果 

「ヤムイモの周年栽培」の試験栽培に成功し

た他、ヤムイモ種苗生産の新手法である「挿

し木技術を用いたミニ塊茎生産技術」を確立

させた。ヤムイモとキャッサバの貯蔵および

流通技術の改善について、貯蔵、流通および

加工実態、ポストハーベストに関する調査を

ナイジェリアとガーナで実施し、FAO 統計と

現状の乖離が明らかになった。特にヤムイモ

は域内貿易の商品とされ、輸出統計にあらわ

れないことが明らかになった。本研究で開発

された技術を核に、優良種苗の生産システム

の体系化並びにヤムイモの新しい作付体系

の普及を目的とした地域ネットワークとの

協力関係の構築に着手した。 
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